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　本研究では放射光から発生する高輝度な軟Ｘ線の特性を最大限に活用しトポロジカル磁性体における創発物性を微視的な
観点から解明することを目指している。特に、放射光軟Ｘ線の特長である高輝度光源によるコヒーレント特性、可変偏光特性、
エネルギー可変性といった特性を最大限活用し、トポロジカル磁性体に内在する位相（トポロジカル）欠陥や拡張多極子の動
的構造可視化を通じて創発物性との相関に迫っていく。例えば、磁気スキルミオン運動の電流、光、熱流制御・応答のオペラ
ンド計測、異常ホール効果（トポロジカルホール効果）における異方的磁気双極子項の役割、磁気スキルミオン格子の位相欠
陥から発生する光渦検波と非平衡状態ダイナミクスの解明、磁性トポロジカル絶縁体やワイル磁性体のエッジやドメイン壁の
電子状態観測を試みていく。Ｘ線が光として有している特性を極限まで活用し放射光でしか明らかにできない創発物性の未踏
測定領域や新しい物性特性の解明を目指していく。

研究目的

①　走査型透過 X線磁気円二色性顕微鏡 (STXM-XMCD) による強磁性共鳴 (FMR) の観測 [STXM + XFMR]

まとめ
本年度は、主に①X線磁気共鳴測定手法の開発、②ベクトルマグネット搭載型の軟X線顕微鏡開発、
③反強磁性体における拡張多極子由来のXMCD観測を進めた。強磁性共鳴において振動する磁気
モーメントのスピンと軌道モーメントをベイズ推定を用いて分離して評価することに成功した。
来年度以降は、開発したベクトルマグネット型軟 X線顕微鏡を用いて、2次元強磁性体物質にお
ける STXM＋XFMR 測定や磁気スキルミオンのトモグラフィ計測を計画している。
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格子の位相欠陥から発生する光渦

②　ベクトルマグネット搭載型軟X線顕微測定装置の開発

研究成果
2021年10月以降： Advance Science誌1編、Scientific Reports誌1編、Phy. Rev.関連誌 2編、他4編
招待講演 6回、放射光学会奨励賞（石井佑太）

時分割XMCD計測 @APS 時分割XMCDの磁場依存性＠BL-16A

磁気共鳴によるスピン歳差運動を
時分割計測することに成功

時分割XMCDのエネルギースペクトルの測定に成功＠BL-16A

③　拡張多極子由来のＸ線磁気円二色性観測

Y. Ishii et al., in preparation

４極電磁石によりXMCD配置とXFMR配置を切替可能 立上げ実験＠BL-16A コリニア反強磁性体におけるXMCDの理論提案

N. Sasabe et al., submitted (2023)

反強磁性体におけるXMCDの観測

N. Khanh et al., in preparation 


